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あ
な
た
も
消
防
団
に

入
団
し
ま
せ
ん
か
？

は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大
規

模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
同
時

多
発
的
に
広
範
囲
に
被
災
し
ま
す

の
で
、
消
防
署
・
警
察
・
行
政
は

十
分
な
支
援
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
際
、
地
域
に
密
着
し
地
域

防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
は
、
住

民
の
避
難
誘
導
、
水
門
閉
鎖
、
消

火
、
救
助
、
傷
病
者
搬
送
、
行
方

不
明
者
捜
索
、
瓦
礫
撤
去
、
避
難

所
運
営
支
援
、
夜
間
警
戒
な
ど
、

災
害
発
生
初
期
か
ら
長
期
に
わ
た

り
、
地
域
住
民
の
た
め
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

高
知
県
で
も
今
後
30
年
以
内
に

南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
地
震

の
発
生
確
率
は
70
％
程
度
と
年
々

確
率
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

国
、
県
及
び
町
で
も
防
災
対
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の

こ
と
を
熟
知
し
た
消
防
団
員
の
確

保
は
重
点
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
消
防
団
組
織
や
活
動

内
容
に
つ
い
て
、
ご
説
明
し
ま
す

の
で
、
是
非
、
同
級
生
や
友
達
同

士
で
誘
い
合
っ
て
の
消
防
団
入
団

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

消
防
団
っ
て
な
に
？

　

「
消
防
団
」
と
い
う
言
葉
は

知
っ
て
い
る
け
ど
、
「
消
防
署
」

と
は
違
う
の
？
消
防
団
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

非
常
備
消
防

　

「
非
常
備
消
防
」
聞
き
な
れ
な

い
言
葉
で
す
が
、
こ
れ
と
反
対
に

「
常
備
消
防
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
常
備
消
防
と
は
、

消
防
署
や
消
防
士
と
い
っ
た
消
防

業
務
を
専
門
に
行
う
行
政
機
関
や

そ
の
職
員
を
表
す
言
葉
で
す
。

　

一
方
、
「
非
常
備
消
防
」
と
呼

ば
れ
る
消
防
団
は
、
日
常
は
ほ
か

に
職
業
を
持
つ
一
般
住
民
で
あ
る

団
員
で
組
織
さ
れ
、
い
ざ
火
災
な

ど
の
災
害
時
に
出
動
し
、
消
火
・

防
災
活
動
に
あ
た
る
機
関
で
す
。

出
動
し
た
と
き
に
は
、
消
防
署
と

協
力
し
、
消
火
・
防
災
活
動
を
行

い
ま
す
。

消
防
団
の
組
織

　

い
の
町
消
防
団
は
、
旧
町
村
単

位
で
３
方
面
隊
に
分
か
れ
、
各
地

域
単
位
の
分
団
や
部
・
班
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
各

地
域
の
分
団
や
部
・
班
ご
と
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
拠
点
と
し
て
各
地

域
に
消
防
屯
所
が
あ
り
、
消
防
車

を
は
じ
め
消
防
団
活
動
に
必
要
な

資
機
材
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
役
割

（
地
域
防
災
力
の
向
上
）

　

山
間
部
で
の
林
野
火
災
な
ど
は

水
が
な
い
こ
と
か
ら
数
百
メ
ー
ト

ル
も
ポ
ン
プ
で
水
を
中
継
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
消

防
署
だ
け
で
は
、
鎮
火
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
同
時
に
各
地
で
被
害

が
発
生
す
る
た
め
、
消
防
署
・
警

察
署
・
行
政
は
す
べ
て
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
解
決

す
る
地
域
防
災
力
の
向
上
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
消
防
団
は
地
元
の

状
況
な
ど
も
熟
知
し
て
い
ま
す
の

で
、
地
域
防
災
力
の
核
と
し
て
大

き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

消
防
団
っ
て
ど
ん
な

　
活
動
を
す
る
の
？

　

火
災
現
場
へ
の
出
動
を
は
じ
め

そ
の
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

災
害
活
動

　

消
防
団
活
動
の
中
で
も
最
も
重

要
な
も
の
で
す
。

　

火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
、
水

害
時
の
水
防
活
動
な
ど
に
出
動
し
、

災
害
現
場
の
第
一
線
で
消
防
署
の

消
防
士
と
協
力
し
て
災
害
の
防
除

に
あ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、災
害
時
の
避
難
誘
導
、行

方
不
明
者
の
捜
索
・
救
助
、水
難

救
助
活
動
な
ど
に
も
出
動
し
ま
す
。

予
防
活
動

　

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
重

要
な
活
動
で
す
。

　

年
末
特
別
警
戒
に
よ
る
地
域
の

火
災
予
防
、
町
民
祭
で
の
警
防
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
・
教
育
活
動

　

出
動
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
活

動
を
行
う
た
め
に
は
、
団
員
一
人

ひ
と
り
の
消
防
技
術
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
。

　

消
防
団
で
は
、
各
種
消
防
演
習

や
水
難
救
助
訓
練
、
防
災
訓
練
、

自
主
防
災
組
織
訓
練
な
ど
、
年
数

回
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
入
団
員
に
は
、
消
防

学
校
で
消
防
団
員
と
し
て
必
要
な

知
識
や
技
術
の
習
得
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
地
域
の
自
主
防
災
組
織

の
訓
練
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

仁淀川での水難救助訓練自主防災組織との訓練状況

啓
発
・
広
報
活
動

　

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

地
域
住
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
地
域
の

保
育
園
や
幼
稚
園
の
園
児
と
の
防

火
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
地
域
行
事
へ

の
参
加
を
通
じ
防
火
意
識
の
啓
発

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
警
察
署
と
協
力
し
て
、


